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第２回ＳＪプレ研修　
報告：ＳＪ準備委員会（曽、髙栁）
2011年9月6日〜9日
来年度から、長野県飯田市とその周辺で、学部の留学生を主対象に、
一般学生のＳＡに代わる「ＳＪ国内研修」（2年次生対象）が実施される。
その準備として、昨年度は「リーディング・ユニバーシティ募金助
成金」を獲得して「第１回プレ研修」を実施したが、今年度は他学部
および大学院所属の留学生３名をモニターに採用し、学部企画として
「第２回プレ研修」を行なった。
関連映像視聴を中心とする事前学習会を開催するとともに、「研修
のてびき」を作成して、３泊４日の現地研修に臨んだ。これが本番前
最後の「プレ研修」になることに鑑み、昨年度経験したプログラムは
極力避け、たとえば以下のような新規項目に重点を置いて実施した。
・	 本学卒業生である椋鳩十の記念館訪問
・	 日本語教室「わいわいサロン」への参加
・	「日本のチロル」下栗の里での宿泊体験と、地域活性化を
進める「下栗里の会」との交流
・	 朝鮮人、中国人、連合軍俘虜を酷使して完成した平岡ダム
とその慰霊碑の見学
今回参加の留学生はみな自ら志願してきただけあって、日本語能力
が高く、また興味関心の幅や知的好奇心も旺盛で、研修はきわめて順
調であった。事後に各研修内容について詳細なアンケート（感想、提
言など）を書いてもらい、来年度からの本研修に向けた貴重なデータ
が得られた。うち１名のチョ・ウネさん（文学部心理学科２年）は、
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研修での見聞をもとに、その後自ら調べた内容を12月の国際文化情報
学会で、「三信鉄道と在日朝鮮人」と題して報告してもくれた。これ
らを参考に、来年９月の「ＳＪ国内研修」と、前期に実施される事前
学習（科目名は「世界とつながる地域の歴史と文化」）の内容を、今
後さらに詰めていきたい。
なお、研修期間中、飯田で発行されている日刊『南信州新聞』９月
９日号でも、研修の様子が大きく取り上げられ、研修実施に向けて弾
みがついた。
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